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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後

に
は
、「
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
条
例
を
ど
う
生
か
す

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
農
業

者
、
若
手
事
業
者
、
地
域

金
融
機
関
、
消
費
者
に
よ

る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
西
川

誠
司
さ
ん
、
山
城
甲
太
郎

さ
ん
、
斉
藤
雅
明
さ
ん
、

井
上
滋
子
さ
ん
の
４
人
。

岡
田
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
条
例
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、
事
業

や
暮
ら
し
の
中
に
ど
の
よ

う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え
や

思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
は
、
住
民
や
経
営
者
ら
に
よ

る
産
業
振
興
会
議
を
中
心
に
検
討

さ
れ
た
も
の
で
、
住
民
参
画
に
よ

る「
与
謝
野
町
流
の
取
り
組
み
方
」

は
、
府
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
経
過
や
条
例
を
制

定
す
る
目
的
、
基
本
理
念
、
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
、

条
例
づ
く
り
に
熱
心
に
携
わ
っ
た

産
業
振
興
会
議
委
員
の
安
田
章
二

さ
ん
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
資
料
を

映
し
出
し
、
て
い
ね
い
に
解
説
し

ま
し
た
。

　
条
例
解
説
に
続
い
て
行
わ
れ
た
の

が
、
産
業
振
興
会
議
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

で
京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
岡

田
知
弘
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
。

　
全
国
的
に
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
が
広
が
っ
て
い
る
理
由
や
、
基
本

理
念
に
掲
げ
る
「
地
域
循
環
型
経

済
」
の
構
築
を
目
指
す
必
要
性
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
条
例
が
ま
ち
づ
く
り

に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
く
の

か
に
つ
い
て
、
北
海
道
帯
広
市
や
大

阪
府
八
尾
市
な
ど
の
事
例
を
交
え
な

が
ら
、
条
例
が
ま
ち
づ
く
り
に
効
果

を
生
み
出
す
条
件
や
今
後
の
取
り
組

み
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

事業者や住民の皆さんに、条例制定の意義と基本理念について理解してもらうとともに、事業活動や暮ら
し、そしてまちづくりに条例をどのように生かせるのかについて考えてもらおうと、与謝野町と与謝野町
産業振興会議の主催により、「与謝野町中小企業振興基本条例施行記念シンポジウム」を 7 月 26 日、野
田川わーくぱるで開催しました。今月号では、３部構成で実施したシンポジウムの模様を、発表者の発言
に沿ってご紹介します。

特集 ◎ 中小企業振興基本条例施行記念シンポジウム

中小企業振興基本条例は「誰のもの？」

Program 2　基調講演

中小企業振興基本条例とまちづくり
Program 1　条例解説

中小企業振興基本条例とは？

Program 3　リレートーク

中小企業振興基本条例をどう生かすか

岡
おか

田
だ

 知
とも

弘
ひろ

 氏
● 京都大学公共政策大学院教授

/ 産業振興会議オブザーバー

安
やす

田
だ

 章
しょう

二
じ

 氏
● 安田織物㈱ / 産業振興会議委員

「中小企業振興」とは、中小企業のため
だけのものでしょうか。企業やそこで働
く人たちは、地域経済や地域社会の担い
手ですから、私たちのことを指してい
ます。中小企業を振興するということは、
つまりは 私たちの生活を豊かにす

ることなのです。

条例を活かした具体
的施策の展開が必要です。

施策の企画や運営にあたって
は、振興会議や行政職員だけにとどまら
ず、できるだけ多くの事業者や住民が参
加し、住民と自治体との協同 によ
る取り組みが何よりも重要です。

農業と中小企業がどう結
びつくのか疑問でしたが、
みんなでこのまちをよく
していかなければならな
いと分かりました。農業
者も中小企業者とし
て、ともにがんばってい
きたいです。

　当日は、町内外から 260 名以上の
参加者で会場は満席。条例への関心と
期待の高さがうかがえました。
　来場者にはアンケートを配布し、
132 名からシンポジウムの感想や産業
振興会議への意見・提案などが寄せら
れました。その一部をご紹介します。

（全ての結果は町ホームページに掲載）

Voice　来場者アンケート結果

条例への期待

斉
さい

藤
とう

 雅
まさ

明
あき

 氏
●京都北都信用金庫執行役員支店長

西
にし

川
かわ

 誠
せい

司
し

 氏
● ㈲誠武農園代表

山
やま

城
しろ

 甲
こう

太
た

郎
ろう

 氏
●与謝野町商工会青年部長

井
いの

上
うえ

 滋
しげ

子
こ

 氏
●消費者代表

Q条例を私たちの暮らしに
生かせると思いますか？

Qシンポジウムの感想、条例
・産業振興会議への期待等

◎業界 ･ 団体 ･ 住民が一体となって、
地域振興に携わる点が頼もしく感じ
られた

◎条例を生かして具体的な行動を一つ
ひとつ実現することが大事

◎町民一人ひとりが同じ思いになれば、
動く、変わることができると思う

◎青年部のパワーに期待が持てた
◎企業は誰のためにあるのか深く考え

させられた
◎条例を私たちの生活に生かしていか

なければならいないと思う

思う
79 名

思わない
7 名

どちらとも
いえない
41 名

未回答
5 名

ここで生まれた子どもた
ちが将来この土地に残っ
て住みたいと思うまちに
するには、町民、事業
者、行政みんなが意
識を高め、協力と努
力をしていかないといけ
ないとわかりました。

企業が条例の理念を
理解して率先して取り組
んでいくことが、条例を
地域に根ざしたものにし
ていく早道。その先頭を
きって活躍しなければな
らないのが、若手事業
者だと思います。

条例制定を契機に、これ
までの取り組みを充実さ
せるとともに、産業振興
ビジョンの具現化への積
極的な協力など、金融機
関としての役割をしっ
かりと果たしていき
たいと考えています。



CLOSE
 UP

ウエイトリフティングの強豪校として全国に名を馳せる加悦
谷高校。今年も８人の選手が全国大会に出場しました。

　昨年の全国大会では学校対抗３位だった女子。今年は「メンタ
ル面の弱さが出てしまい、本来の力が出せなかった」（川

かわ
畑
ばた

勉
つとむ

顧
問）と結果は９位。８位入賞にわずかに届きませんでした。個人
10 位の井上さんは「けがで本調子ではなかったが、最後の試合
として、その中で出せる力は出せた」と振り返ります。また、ま
た、初出場で個人４位となった１年生の糸井さんは、「初めての
全国大会に緊張したが、２回目以降は落ち着いてでき、結果もつ

2012 北信越かがやき総体 平成 24 年度全国高等学校総合体育大会
ウエイトリフティング（8/2 ～ 5・石川県珠洲市飯田高校）
　
本
ほ ん

田
だ

 大
だ い

智
ち

 君（２年・62 ㎏）　　　　泉
いずみ

　 皓
ひ ろ

章
あ き

 君（３年・94 ㎏）

瀬
せ

野
の  郁

ふ み

希
き

 君（２年・105 ㎏）　

第 14 回全国高等学校女子ウエイトリフティング大会
（7/20 ～ 22・三重県西野公園体育館）
　
井
い の

上
う え

 夏
な つ

海
み

さん（３年・48 ㎏）　 大
お お

西
に し

 優
ゆ

依
い

さん（２年・53 ㎏）

鍛
か

治
じ

 ななみさん（　　　）
　  糸

い と

井
い

 美
み

奈
な

未
み

さん（　　　）
宮
み や

川
が わ

 真
ま

綺
あ や

さん（２年・69 ㎏）

前列左から、宮川さん、井上さん、糸井さん、

中列左から、大西さん、鍛治さん、後列左から、泉君、本田君、瀬野君

ぼくたち、
わたしたちの熱い夏。

いてきてよかった」と満足の大会でした。
　一方、3 人が出場した男子。２年連続の出場となった本田君は「調
子はよかったが、本番で力んでしまった。国体でリベンジしたい」
と２位という結果にも満足せず、ライバルへの雪辱を誓いました。
また、泉君は「最後のインターハイに緊張し、思うようにできなかっ
た」と16位。２年生の瀬野君は初出場ながら８位という結果でした。
　１、２年生について「今回は今一歩だったが、本来はもっと高い
順位を争える力を持っている。今回出場していない選手も有望」と
川畑顧問。ウエイトリフティング部の来年の活躍に期待です。

３年・
63 ㎏

１年・
63 ㎏

全国高校体育学科・コーススポーツ大会
女子バレーボールの部出場（8/26 ～ 27・千葉県国際武道大学）
　
加悦谷高校女子バレーボール部

全国高校体育学科・コーススポーツ大会に加悦谷高校女子
バレー部が出場しました。４ブロックに分かれてのリー

グ戦と決勝トーナメントで競われたこの大会。「最初は初めての
大舞台に緊張していたが、試合が始まると強豪を相手にしてもよ
く戦っていた」（大

おお
西
にし

敦
のぶ

子
こ

顧問）と堂々の戦いを繰り広げました。
出場時キャプテンを務めた吉

よし
田
だ

瑞
みず

穂
ほ

さんは「出場できると思って
いなかったので、うれしかった。全国レベルのチームと試合も楽
しんで戦うことができた」と振り返ります。新キャプテンの大

おお
木
き

あかりさんは「先輩を目標にしつつ、自分たちのカラーを出して
頑張っていきたい」と新たな決意を語ってくれました。

女子バレーボール部全国大会出場メンバー。前列左から、小西美沙さん、吉田瑞

穂さん、藤本結子さん、小西佑佳さん、太田遥さん、小川紗也加さん、後列左から、

公手愛乃さん、小幡愛さん、大木あかりさん、綱友代さん、浅田莉央さん、古橋

紗耶さん。（公手さん、小幡さん、大木さん、綱さんは２年生。ほかのメンバーは３年生）

今年も全国や近畿の舞台で活躍した中
高生たち。その活躍をお伝えします。

第 14 回全国高等学校女子ウエイトリフティング大会
48kg 級２位（7/20 ～ 22・三重県西野公園体育館）
　
城
し ろ

下
し た

 絢
あ や

好
み

 さん（海洋高３年）

昨年の出場では記録なしに終わり悔
しい思いをしたという城下さん。

昨年のリベンジをかけ、高校最後の
試合に臨みました。「スナッチだけで
も優勝が目標でした。達成できてうれ
しい」と笑顔。総合でも２位と、最後の
試合を満足のいく成績で締めくくりました。

第 17 回全日本高校・大学生書道展
展賞受賞（8/21 ～ 26・大阪市立美術館 地下展覧会室）
　
小

お

川
が わ

 千
ち

晴
は る

 さん（加悦谷高２年）

多くの作品の中から選出されたこと
がうれしい」「作品の 1 番の見

せ場に特に力を入れた」と語ってく
れた小川さん。大賞に次ぐ展賞の受
賞に山

やま
形
がた

正
まさ

人
と

顧問は｢大学生の作品も
ある中、入賞率３％の難関を突破したの
はすばらしい。努力の結果」とたたえました。

第 36 回全国高等学校総合文化祭（富山大会）
美術・工芸部門（8/8 ～ 12・富山県民会館ほか）
　
今
い ま

西
に し

 紘
ひ ろ

子
こ

 さん（宮津高２年）

２年生での出展は快挙」と上
うえ

原
はら

悠
ゆう

介
すけ

顧問は今西さんの絵画を評価し
ますが、「これからの頑張りの後押し
になるし、うれしく思う。でも技術
はまだまだです」と謙虚な今西さん。

「３年間をよかったと振り返られるよう
に今後も頑張りたい」と語ってくれました。

目標の入賞を果たせたのは良かった」
と笑顔を見せてくれた本多さん

ですが、「決勝で予選よりも投げられ
なかったのは悔しい」と初出場のイ
ンターハイを振り返ります。「これか
らもいろいろな大会へ向けて頑張りたい」
とさらなる活躍へ目標を語ってくれました。

全国高等学校陸上競技選手権大会（7/29 ～ 8/2・新潟市東北電力ビッグスワンスタジアム）
女子円盤投げ８位
　
本
ほ ん

多
だ

 真
ま

菜
な

 さん（加悦谷高２年）

３年連続の出場となった 800 ｍ。初
の決勝進出を目標に挑みました。

「ラスト 100 ｍ追い込むことができ
なかった」という吉井君。あと１歩
で決勝は逃しましたが、自己ベストに
迫るタイムをマーク。また、第１走者
を務めたリレーでは７位入賞を果たしました。

第 47 回全国高等学校定時制通信制陸上競技大会
男子800m出場、男子4×400mリレー７位（8/13～15、国立競技場）
　
吉
よ し

井
い

 彰
あ き

裕
ひ ろ

 君（宮津高校伊根分校３年）

全国高等学校陸上競技選手権大会（7/29 ～ 8/2・新潟市東北電力ビッグスワンスタジアム）
女子 100m ハードル・女子 400 ｍハードル出場
　
中
な か

村
む ら

 有
ゆ う

希
き

 さん（加悦谷高２年）

初のインターハイに２種目で出場し
た中村さん。ともに準決勝に進

出するも、400 ｍの方はベストが出
せれば決勝に進めそうだったので悔
しい」と振り返ります。国体への出場
も決まっており、「今後の試合に生かし
たい」と語ってくれました。

近畿中学校総合体育大会
水泳競技　個人メドレー出場（8/6 ～ 7・大阪府門真スポーツセンター）
　
石
い し

本
も と

 雛
ひ な

子
こ

 さん（橋立中１年）

初めての大きな大会、広い会場に「緊
張しすぎて自分のペースが出

せなかった」という石本さんですが、
得意のバラフライでは「自分の力が
出せた」と納得の泳ぎ。「ジュニアオ
リンピックを目指して頑張りたい」と
今後の目標も語ってくれました。

近畿中学校総合体育大会
水泳競技　200m 背泳ぎ出場（8/6 ～ 7・大阪府門真スポーツセンター）
　
嶋
し ま

谷
た に

 蓮
れ ん

 君（橋立中２年）

自己ベストを目標に臨んだ今大会。
「初出場で緊張してベストが出

せず、満足できるレースではなかっ
た。自分の力不足を感じた」と嶋谷君。

「来年は近畿大会の表彰台をねらって
日々の練習を大切にしていきたい」と
決意を新たにしていました。

近畿中学校総合体育大会 
柔道の部 女子個人戦出場（8/8・大阪府岸和田市総合体育館）
　
川
か わ

嶋
し ま

 ひかり さん（江陽中３年）

自分なりに楽しんで試合を」と臨
んだ久々の大きな大会。「緊張

してしまい、思うように体が動かず、
悔しい終わり方になった」と振り返
る川嶋さん。「自分の目標を持って練
習して、高校ではインターハイを目指
したい」と次のステージでの飛躍を誓います。

第 44 回全日本セーリング選手権大会 
オプティミスト級出場（8/23 ～ 26・神奈川県葉山港）
　
小

こ

林
ばやし

 愛
あ い

 さん（橋立中２年）

小学校３年生からヨット競技をして
いるという小林さん。中学３年

生までが出場するオプティミスト級
の全国大会に３年連続で出場しまし
た。満足のいく結果を出せなかった今
回。「基礎をしっかりして、次は納得の
いく順位をとりたい」と語ってくれました。
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がんばってます！消防団 編集 ● 加悦方面隊

平成24年度全国統一防火標語 「消すまでは  出ない行かない  離れない」

健やか広場　　正しい靴の履き方で疲れない足に！

●
ひ
も
の
結
び
方
と
靴
の
履
き
方

●
か
か
と
を
し
っ
か
り
落
と
す
！

　
靴
に
足
を
入
れ
か
か
と
を
ト
ン
ト
ン
と

床
を
叩
く
こ
と
で
か
か
と
を
一
番
奥
に
入

れ
込
み
安
定
を
図
り
ま
す
。

●
足
の
ア
ー
チ
を
創
る
（
写
真
②
・
③
）

　
靴
横
に
あ
る
マ
ー
ク
を
両
方
か
ら
包
み

上
げ
る
様
に
し
て
か
ら
１
つ
ず
つ
ひ
も
を

締
め
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
土

踏
ま
ず
を
し
っ
か
り
作
り
、
足
の
前
方
の

ね
じ
れ
を
抑
え
て
く
れ
ま
す
。

●
か
か
と
と
靴
を
一
体
化
！

　
ま
ず
、輪
を
作
り（
写
真
④
）、反
対
の
ひ

も
先
を
輪
に
入
れ
ま
す
（
写
真
⑤
）。
そ

し
て
、ひ
も
を
締
め
れ
ば
、足
首
ま
で
し
っ

か
り
閉
じ
て
か
か
と
が
安
定
し
ま
す
（
写

真
⑥
）。
こ
の
よ
う
に
よ
り
足
首
に
近
い

所
ま
で
包
み
込
み
安
定
さ
せ
ま
す
。
こ
こ

が
緩
い
と
か
か
と
が
靴
の
中
で
遊
ん
で
し

ま
い
足
や
膝
等
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
た

り
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
原
因
で
す
。

　
老
若
男
女
問
わ
ず
、
靴
と
足
を
一
体
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
疲
れ
に
く
く
、

速
く
走
れ
ま
す
。
そ
し
て
足
や
足
裏
の
筋

肉
が
強
化
さ
れ
、
う
れ
し
い
サ
イ
ク
ル
が

生
ま
れ
ま
す
。

間
が
健
康
づ
く
り
に
は
大
切
で
す
。

●
た
か
が
履
物
さ
れ
ど
履
物

　
こ
の
秋
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
を
始

め
る
方
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
方
ま
で
、
靴
ひ

も
の
結
び
方
を
意
識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

結
び
方
ひ
と
つ
で
、
タ
イ
ム
が
縮
ま
っ
た

り
け
が
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
年
々
道
具
は
進
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
使
う
人
も
賢
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

せ
っ
か
く
買
っ
た
い
い
靴
も
ひ
も
が
ユ
ル

ユ
ル
で
靴
ず
れ
な
ん
て
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
足
元
か
ら
元
気
で
健
康
に
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
行
楽
の
秋
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
与
謝
野
町
で
も
木き

﨑ざ
き

良り
ょ
う

子こ

さ
ん
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
出
場
で
熱
く
な
り

ま
し
た
が
、
近
年
都
市
マ
ラ
ソ
ン
の
開

催
や
健
康
志
向
に
よ
っ
て
ラ
ン
ナ
ー
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人
口
は
増
加
中
で
す
。

　
今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
時
に
疲
れ
に
く
い

靴
の
履
き
方
・
選
び
方
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
あ
な
た
の
選
ん
だ
靴
、

　
本
当
に
合
っ
て
ま
す
か
？

　
靴
を
選
ぶ
基
準
は
、
か
っ
こ
い
い
デ
ザ

イ
ン
で
あ
っ
た
り
、
履
き
心
地
が
良
か
っ

た
り
と
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た

靴
の
種
類
や
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
サ
イ
ズ

が
大
き
か
っ
た
り
小
さ
か
っ
た
り
、
さ
ら

に
履
き
始
め
る
と
痛
く
な
っ
た
り
疲
れ
た

り
し
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
靴
の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト

●
正
確
な
自
分
の
足
の
サ
イ
ズ
を
知
る

写
真
①
の
よ
う
に
中
敷
を
出
し
て
測
る
と

正
確
に
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
る
と

意
外
と
足
の
サ
イ
ズ
の
小
さ
さ
に
驚
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
靴
の
機
能

を
十
分
に
足
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
か
か
と
を
し
っ
か
り
保
護
で
き
る
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
！

　

か
か
と
は
靴
の
命
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

地
面
を
し
っ
か
り
捉
え
体
を
支
え
る
土
台

と
な
る
場
所
な
の
で
、
安
定
し
た
位
置
に

置
く
こ
と
で
足
や
体
に
う
ま
く
力
が
伝
わ

り
ま
す
。

●
な
ん
だ
か
ん
だ
い
っ
て
も
自
分
の
感

　

性
が
１
番
大
事
！

　
足
に
ぴ
っ
た
り
と
フ
ィ
ッ
ト
し
た
感
じ
が

す
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ゆ
と
り
が

あ
る
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
要
注

意
で
す
。
ゆ
と
り
が
あ
る
分
、
土
踏
ま
ず

を
中
心
に
足
の
前
後
が
ね
じ
れ
て
、
扁
平

足
や
Ｏ
脚
な
ど
を
助
長
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
や
は
り
か
っ
こ
い
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の

　
お
気
に
入
り
の
も
の
を
履
く
だ
け
で
気

分
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

野外で一般ごみを

燃やすことは法律で禁止されています !

筒先やホースを格納して

いる消火栓ボックス

一番長い指から 0.5 ～ 1.0 ｃｍ

余裕がある靴を選びましょう

② ③

④ ⑤

⑥

①

●
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も

　
普
段
は
履
き
や
す
い
よ
う

に
緩
く
履
い
て
る
方
で
も
、

作
業
や
た
く
さ
ん
歩
く
と
き
、

む
く
ん
だ
と
き
な
ど
は
試
し

て
く
だ
さ
い
。

　
足
の
疲
れ
は
全
身
の
疲
れ

へ
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
手

与謝野町消防団が
全国消防操法大会に

出場しました！
　京都府消防操法大会ポンプ
車操法の部で優勝した野田川
第５分団が、10 月７日に全
国消防操法大会に出場しまし
た。
　その模様と結果は次号で詳
しくお伝えします。

その野焼きちょっと待った!!
野外での焼却は
法律で禁止されています !!　　

　野外で一般ごみ等を焼却することは法律で禁止されています。条
件を満たせば、日常生活や農業を営む上で必要最低限の枯れ葉や枯
れ草を焼却することは認められていますが、事前に宮津与謝消防署

（☎ 46-6119）または加悦谷分署（☎ 42-0119）に連絡し、その
場を離れないようにして行ってください。
　わずかな火気も一歩間違えれば火災につながるので、火の取り扱
いには十分注意してください。

 注意事項
１ 野焼きを行う際には、その場を離れず、水バケツや消火器等を準備

し、火が完全に消えたことを確認してください。

２ 煙や飛び火により、道路の通行や民家に迷惑をかけることのないよ
う細心の注意を払ってください。

３ 草・枝木を除き、一般ごみを野外で焼却することは、法律で「５年
以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金に処し又はこれを併課
する」と定められています。警察に連絡が入ると、即、取り締まり
の対象になりますので気をつけてください。

　いつでも消火が行える体制で、近所に迷惑をかけない
　ように自己責任で焼却を行ってください。

筒
先
の
盗
難
が

多
発
し
て
い
ま
す

　
消
火
栓
付
近
に
設
置
し
て
い
る
消
火

栓
ボ
ッ
ク
ス
内
の
筒
先（
真
ち
ゅ
う
製
）

が
盗
ま
れ
る
被
害
が
京
都
府
内
で
多
発

し
、
町
内
で
も
43
本
の
盗
難
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
内
の
器
具
は
、
有

事
の
際
、
迅
速
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

施
錠
し
て
い
な
い
た
め
、
対
策
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
。不
審
者
に
気
づ
い
た
ら
、

宮
津
警
察
署
（
☎
２
５・
０
１
１
０
）

へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

次の注意
事項を守りま

しょう！
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図書館へ行こう！  BOOKS

山へ出かけてみませんか 10 月３日は登山（1
と
0 月３

ざん
日）の日。木々も色づくこの季節、

本を片手に山や森で自然に触れてみませんか？

『森のきのこ採り すぐそばにある
 アナザー・ワールド』
小林路子／白日社
　幻想的な心象風景を描いていた著者は、
きのこの魅力にとりつかれ、世界的きのこ
画家となります。きのこ採り生活の日々、
春から真冬までくり広げられるユーモラス
な森の旅をお楽しみください。

一般書 ●『すぐに役立つ１人で出来る裁判・
訴訟の手続きと書式サンプル 64』元榮太一
郎／三修社　●『子ども図鑑自然とくらし

と遊びを楽しむ 12 カ月』近藤宏／合同出版　
●『朝に効くジュース夜に効くジュース』浜内千波／ＰＨ
Ｐ研究所　●『やさしいくす玉づくり』田坂節子／パッチ
ワーク通信社　●『北杜夫　追悼総特集』河出書房新社　
●『その暁のぬるさ』鹿島田真希・集英社　●『幸せの条件』
誉田哲也／中央公論新社　●『空飛ぶ広報室』有川浩／幻
冬舎　 児童書  ●『はなかっぱそっくりでびっくり』あき
やまただし／メディアファクトリー　●『たくちゃんのお
ふろやさん』北森紀子／チャイルド本社　『ようかいガマ
との』よしながこうたく／あかね書房　●『がっこうにん
じゃえびてんくん』村上しいこ／岩崎書店　●『アンモナ
イトと三葉虫』子供の科学編集部／誠文堂新光社　●『ずっ
と友だち』東多江子／講談社

Info

今月の
新着図書

『軽登山を楽しむ 山の道、山の風』
伊藤幸司／晩声社
　東日本の山を中心に 1000 回以上 ｢ 軽登
山 ｣ 講師を務め、その楽しみを伝える著
者。春 ･ 夏 ･ 秋 ･ 冬 ･ 高山に分け、実際
の登山者の目線そのままを写真に収めた１
冊。写真を眺めているだけで山登りをして
いる気分を味わえます。

『紅葉ハンドブック』
林将之／文一総合出版
　カエデをはじめ ､ 高山から身近な野山や
公園まで ､ 鮮やかに紅葉する樹木121種を
紹介した紅葉図鑑。葉1枚から木の名前が
調べられるように ､ 赤 ､ 橙 ､ 黄の色別に
葉の一覧表を収録しているので、ハイキン
グや散歩のお供にぴったりの１冊です。

『どんぐりノート
　ひろってうれしい知ってたのしい』
いわさゆうこ・大滝玲子／文化出版局
　どんぐりに多くの種類があるのを知ってい
ますか？さまざまなどんぐりをイラストと写
真で詳しく紹介するほか、遊びや料理のレシ
ピまで書かれています。これを読めばどんぐ
り博士になれるかも。

『雑木林のおくりもの
 里山からのメッセージ』
今森光彦／世界文化社
　里山の雑木林の 1 年の美しい風景を紹
介する写真絵本。めぐる季節ごとに姿を変
えていく木々と、その中でたくましく生き
る生き物や木と共に暮らす人々を描き、自
然と人間との関わりを考えさせられます。

『森のネズミのハイキング』
岡野薫子・上条滝子／ポプラ社
　森のネズミと山荘に住む女の子はとって
も仲良し。みんなでハイキングに行くこと
にしました。いつもの森をただ歩くだけで
はつまらないと、なぞがいっぱい書かれ
た “とくべつな地図” を持って出かけます。
さて、どんなハイキングになったのかな？

A L T リレーコラム  ［ 第 23 回  イギリスの天気   by サイモン・グリフィン］ COLUMN

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

雑誌リサイクルのお知らせ
　図書館で保存期限が切れた雑誌（平成 20 年９月から平成
21 年８月末に購読した 62 種類約 860 冊）をリサイクルとし
て皆さんにお１人３冊までお譲りします。ぜひご利用ください。

＜本　館＞　10 月 26 日（金）～ 11 月 １ 日（木） 
＜加　悦＞　11 月 ３ 日（祝）～ 11 月 ８ 日（木）
＜野田川＞　11 月10 日（土）～ 11 月15 日（木）
※それぞれ開館時間中（午前 10 時～午後６時）

図書館おはなし会　　
＜本　館＞　11 月 10 日（土）午前 10 時 30 分～

　　　　午後３時～
＜加　悦＞　10 月 13 日（土）午後３時～
＜野田川＞　10 月 20 日（土）午後３時～

Info

しいことで、イギリス中あちこちで立ち往生でした！電車
やバス、飛行機には全然乗れなかったし、車はとても危険
で、大変でした。でも、子どもたちは雪を喜び、休日には、
雪遊びが楽しめました。
　イギリスに雨季はないですが、雨は年中よく降りま
す。今年も４月から２ヵ月間ぐらい豪雨に見舞われました。
100年のうちで一番よく雨が降りました！イギリスのこ

９月頃始まり、学校の１学期も９月から始
まります。日本の９月はまだ暑いですが、
イギリスは寒くなったり、夜早くに暗く
なったり、天気が不安定になります。11
月５日はイギリスの花火大会ですが、とて
も寒かったことを覚えています。スカーフ
や帽子、手袋が必要で、みんなは、大きな
焚き火の近くで花火を見ます。温かいもの
を食べることが人気で、僕は、花火を見な
がら食べるポテトスープが大好きでした。
手、口、お腹だけでなく、心や魂まで温ま
りますよ。懐かしいな！
　イギリスと北海道の緯度が同じぐらいなので、多くの日
本人は天気と気温も同じぐらいだと思っています。しかし、
イギリスは大西洋からの暖かい潮流と風の影響で、暖冬傾
向にあり、あまり雪が降りません。僕の若い時は、毎年雪
が降っていたけど、最近はめったに降りません。でも、去
年イギリスは、大雪に見舞われました。最近ではすごく珍

とわざがあります。「April showers, brings 
May flowers（４月の雨は、５月の花をもた
らす）」きっと今年のイギリスは花でいっぱ
いになったことでしょう。
　６月頃、夏が始まります。イギリスの南側
のビーチをめがけて、暑い日は家族で海へ行
きます。夏といっても海はまだ冷たく、あま
り泳げませんが、砂遊びやピクニックを楽し
みます。子どもも大人も砂のお城を作ったり
砂に誰かを埋めたりします。日焼けしたい人
が多いです。「日焼け」は英語で「sunburn」
と「suntan」の２つの言い方があります。

「sunburn」はあまり良い意味ではなく、火傷のような
日焼け、皮膚が赤くなって痛い。危ない感じです。でも

「suntan」は、皮膚が褐色で、健康そうに聞こえます。日
本語の日焼けは「suntan」かな。２つの英語は意味が全
然違うんです。今年、僕はいい感じに日焼けした「suntan」
です。嬉しい！　Happy Autumn!

世 界のあらゆる国、すべての言語で、一番身近な話
題は天気です。日本では「暑いですね」、英語では

「Nice weather recently（最近いい天気だね）」をよく使
いますね。本当に話しやすい。今月は、万国共通の話題、
イギリスの天気や季節について話したいと思います。
　イギリスにも四季がありますが、日本ほどはっきりして
いないので、四季を見分けるのは少し難しいです。秋は、

時の贈り物  ［第 63 回  田中雪渓の大瀑布図］ まちの文化財

現
在
、
江
山
文
庫
で
は
、

11
月
11
日
ま
で
、
秋

季
特
別
展
「
さ
ま
ざ
ま
な
、龍
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
展
で
は
、「
龍
」
に
ま

つ
わ
る
絵
画
を
展
示
す
る
中
、

龍
本
体
は
描
か
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
今
に
も
龍
が
現
れ
そ
う

な
大
き
な
滝
の
絵
画
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
岩
屋
村
出
身
の

画
家
、
田た

中な
か
雪せ
っ
渓け
い
の
「
大だ
い
瀑ば
く
布ふ

図ず

」
で
す
。

　

雪
渓
は
、
天
保
２
年

（
１
８
３
２
）
に
岩
屋
村
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
和わ

田だ

屏へ
い

山ざ
ん

に
師

事
し
、
の
ち
岸き

し
竹ち
く
堂ど
う
の
門
人
と

な
り
ま
す
。

　
大
和
絵
を
得
意
と
し
、
明
治

時
代
の
前
中
期
に
活
躍
し
ま
し

た
。
地
元
に
も
い
く
つ
か
の
作

品
を
残
し
、
大
正
２
年
９
月
２

日
に
郷
里
で
没
し
ま
す
。

　
「
大
瀑
布
図
」
は
、
地
元
で
保

管
さ
れ
て
き
た
作
品
で
、
文
字
通

り
画
面
全
体
に
大
瀑
布
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
画
面
端
に
少
し
岩
が

の
ぞ
い
て
い
る
他
は
す
べ
て
滝
が

描
か
れ
て
お
り
、
水
が
落
ち
る
直

線
的
な
流
れ
と
滝
壺
へ
落
ち
た
後

の
水
し
ぶ
き
の
様
子
が
、
迫
力
あ

る
構
図
で
画
面
い
っ
ぱ
い
に
表
現

さ
れ
、
ま
さ
に
響
き
わ
た
る
滝
の

音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
江
山
文
庫

で
「
大
瀑
布
図
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

日本の冬もとても寒いですね

「大瀑布図」（町指定文化財）
●文化財の種別　絵画
　　絹本墨画（一部着色）一幅
　　掛軸 151.8 × 85.6「雪渓」
　　朱文方印「雪溪」
●管理者　雲岩寺
●時代　明治時代
●指定　平成 8 年 6 月 23 日
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　「第７回よさの大江山登山マ
ラソン大会」が９月 16 日、大
江山運動公園グラウンドをス
タート・ゴールに開催されま
した。昨年に引き続き、「走る
男」森

もり
脇
わき

健
けん

児
じ

さんをゲストラン
ナーに迎え、大江山を縦走する
23. ５㎞、ちりめん街道を走る
10 ㎞、会場周辺を周回する３.5
㎞の各コースに、過去最多とな
る合計 1,106 人のランナーが
出場しました。
　前日には雨も降りましたが、
当日はきれいな秋晴れとなり、
ランナーは各コースごとにス
タート。縦走コースでは、ラン
ナーは険しい山道に足を取られ
ながらも、ゴールを懸命に目指
しました。

●第７回よさの大江山登山マラソン大会

天空を走れ！ 過去最多 1,106 人のランナーが初秋の大江山を駆け抜けました！

●地震につよい住まいづくり推進フェア

体験をとおして
耐震について楽しく学びました
　９月 17 日、「地震につよい住まいづくり推進フェア」
が加悦谷ショッピングセンターウイルで開催され、親子連
れや買い物客など多くの人でにぎわい、耐震について学び
ました。
　住宅の耐震化の推進や地震に対する防災意識を持っても
らうことを目的に、宮津高校建築科の生徒による「耐震・
防災・建物クイズ」、建築士による耐震リフォームに関す
る相談会、起震車による地震体験などさまざまな催しが行
われました。
　地震体験に参加した子どもたちは予想以上の揺れに地震
の恐ろしさを身をもって再確認していました。

●与謝野町敬老会

4,497 人の長寿をお祝いしました
　「与謝野町敬老会」が、９月 27 日は岩滝ふれあいセン
ター、28 日は野田川わーくぱる、29 日は加悦小学校体育
館で開催され、町内在住の高齢者の健康と長寿を祝いまし
た。今年の対象者は昨年より 30 人多い 4,497 人で、３会
場あわせて 820 人が参加しました。
　式典では、はじめに副町長が町長代理として祝辞を述べ、
さらに来賓からお祝いの言葉が述べられた後、米寿の記念
品などが対象者に贈られました。
　その後、お祝いに駆けつけた保育所園児や小学生らのス
テージショー、子どもたちによるおじいちゃん・おばあちゃ
んへの作文の発表が行われ、参加者はその姿に目を細めて
いました。

 

大
会
結
果

　
（
各
部
門
１
位
の
み
・
敬
称
略
）

１
部
（
23
・
５
㎞
／
男
子
39
歳
以
下
）

　
大お
お
杉す
ぎ　
哲て
つ
也や
（
大
阪
府
）

２
部
（
23
・
５
㎞
／
男
子
40
歳
以
上
～
49
歳
以
下
）

　
井い
の
上う
え　
孝た
か
信の
ぶ

（
兵
庫
県
）

３
部
（
23
・
５
㎞
／
男
子
50
歳
以
上
）

　
岡お
か

野の　
和か
ず

広ひ
ろ

（
京
都
市
）

４
部
（
23
・
５
㎞
／
女
子
39
歳
以
下
）

　
辻つ
じ
井い　
千ち

恵え
（
兵
庫
県
）

５
部
（
23
・
５
㎞
／
女
子
40
歳
以
上
）

　
今い
ま
井い　
敦あ
つ
子こ
（
奈
良
県
）

６
部
（
10
・
０
㎞
／
男
子
39
歳
以
下
）

　
原は
ら
口ぐ
ち　
進し
ん
治じ
（
熊
本
県
）

７
部
（
10
・
０
㎞
／
男
子
40
歳
以
上
）

　
大お
お

石い
し　
哲て
つ

也や
（
兵
庫
県
）

８
部
（
10
・
０
㎞
／
女
子
39
歳
以
下
）

　
平ひ
ら
井い　
琴こ
と
加か
（
四　
辻
）

９
部
（
10
・
０
㎞
／
女
子
40
歳
以
上
）

　
一い
ち
瀬せ　
利り

香か
（
京
都
市
）

①大江山の険しい山道を駆け上が

るランナーたち　②２３.５ｋｍを

完走して見事フィニッシュ！　③

大江山の頂上付近、まさに「天空」

を走るランナー　④選手宣誓をす

る下野毅さん（明石）一家　

⑤１０ｋｍコースを力走するゲス

トランナーの森脇健児さん　

⑥２３.５ｋｍコースの先頭を走る

大杉選手　⑦チャレンジコースを

走る小学生ランナー。

①

②

③

④

⑤ ⑥

⑦

耐震・防災・建物クイズには多くの人が参加し、頭をひねっていました堀口副町長から米寿のお祝いの品を受け取る上山正男さん（立町）

したカフェもできたらと思う」と今後
についても語ってくれました。
　そのほか、地域情報を掲載した看板

「よさのーと」を設置するなどの「観
光プロジェクト」、４月から行ってき
た調査をもとに滝グラウンドゴルフ場
周辺を整備するアイデアを提案した

「ランドスケーププロジェクト」、学生
たちが地元農家のもとへ「弟子入り」
し、体験の中で得たものを発表する「食
プロジェクト」など多くの活動を展開
しました。
　９月 15 日にはファイナルイベント
として、滝地区公民館で約１ヵ月間の
調査や制作の成果を発表しました。
　学生たちは「やさしくてあたたかい
与謝野町が大好きになった。来年も絶
対来ます」と笑顔で語ってくれました。

●京都 X キャンプ

学生たちが住民と協力して地域活性化に取り組みました！

　関西の大学に通う学生たちが、農村
や過疎地域に滞在し、学生ならではの
視点からアイデアを出しあいながら、
地域活性化を目指す「京都 X

エックス
キャン

プ」が初開催されました。学生と住民、
民間企業、行政が、協力して取り組み、
同じ場所で毎年実施することで、長期
的な地域の発展を図ります。
　舞台となったのは滝・金屋地区。８
月20日から９月16日にかけておよそ

クト」では、９月７日から 15
日にかけて、手作りの移動式カ
フェ「カフェひねもす」を滝・
金屋のいたるところで開店し、
訪れた住民と交流を深めました。
来店した人は、「若い人がこう
して来てくれるとうれしい」と
笑顔を見せていました。学生は

「今年は１年目なので移動式に
したが、いずれは空き家を活用

１ヵ月間、学生たちが公民館な
どに寝泊りし、それぞれのプロ
ジェクトに取り組みました。　
その第１弾となったのが、先
月号でもお伝えした「子ども X
キャンプ」で、子どもたちとの
巨大ダンボール迷路製作などで
盛り上がりました。
　「子ども X キャンプ」に続き、
て学生たちがそれぞれの活動で
地域を盛り上げ、「パン窯プロ
ジェクト」ではリフレかやの里
のパン工房にレンガで手作りの
パン窯を制作。９月 14 日には
でそのパン窯で焼いたパンやピ
ザを地元関係者に振る舞って完
成したパン窯を披露しました。
また、「与謝野カフェプロジェ

上／「カフェひねもす」で地域住民と交流する学生たち　

下／手作りのパン窯でピザを焼く学生たち

ファイナルイベントでの発表後、住民や関係者と交流する学生たち
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男 女 共 同 参 画

シリーズ 55

丹後ちりめんの魅力を発信！
丹後ファッションウィーク事業

　
丹
後
フ
ァ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

開
催
委
員
会
で
は
、
丹
後
織
物

の
新
し
い
魅
力
の
発
信
に
よ
る

認
知
度
の
向
上
と
絹
織
物
産
地

丹
後
の
競
争
力
の
強
化
を
図

る
た
め
、「
丹
後
フ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

販
路
開
拓
事
業

　

今
年
度
は
、
10
月
31
日
か

ら
11
月
２
日
の
３
日
間
、
丹

後
産
地
単
独
の
織
物
総
合
展

問 商工観光課 ☎ 46-3269

町 府 民 税　第３期
国民健康保険税　第５期
介 護 保 険 料　第５期

今月の納期
10/31（月）まで

野田川庁舎（税務課）
いずれも午後８時まで
※納付書をご持参ください

夜間納税窓口
10/29（月）・

30（火）・31（水）

滞 納税
相談窓口
※納期を超えた町税

の納付相談窓口

京都地方税機構 
丹後地方事務所
京丹後市役所大宮庁舎 3 階　
☎ 0772-68-1041

「Tango Fabric M
arche

」

を
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス

に
て
開
催
し
、
展
示
商
談
会
を

行
い
ま
す
。
参
加
企
業
は
19
社

（
与
謝
野
町
か
ら
は
11
社
）
で
、

現
在
、
出
展
者
会
議
を
開
催
し

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

産
官
学
連
携
事
業

　
関
西
圏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関

連
学
校
４
校
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
産
地
交
流
や

丹
後
の
生
地
を
活
用
し
た
作
品

制
作
な
ど
を
通
じ
て
の
人
材
育

成
と
、
連
携
校
で
の
制
作
品
発

表
会
を
通
じ
て
の
産
地
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。

　

８
月
２
日
、
３
日
に
は
上

田
安
子
服
飾
専
門
学
校
、
８

月
６
日
、
７
日
に
は
デ
ィ
ー

ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
と

東
洋
き
も
の
専
門
学
校
、
そ
し

て
、
８
月
28
日
、
29
日
に
は
京

都
造
形
芸
術
大
学
が
産
地
を
訪

問
。
工
場
の
見
学
、
機
業
者
と

の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
丹
後

ち
り
め
ん
や
産
地
の
特
徴
を
学

び
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
学
校
で
今
回
の

訪
問
を
生
か
し
、
丹
後
の
素
材

を
使
っ
た
作
品
作
り
と
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

新
丹
後
織
物
製
品
開
発
・

販
売
促
進
事
業

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
産
地

Ｐ
Ｒ
と
需
要
拡
大
を
目
指
し
、

学
校
法
人
女
子
美
術
大
学
と
連

携
し
て
、
丹
後
ち
り
め
ん
を

使
っ
た
雑
貨
類
の
製
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
９
日
、
学
生
た
ち
が
、

織
物
事
業
者
等
を
対
象
に
、
平

成
23
年
度
に
考
案
し
た
「
丹
後

ち
り
め
ん
製
品
の
ア
イ
デ
ア
」

と
今
年
度
思
案
中
の
も
の
を
発

表
し
ま
し
た
。
参
加
者
と
有
意

義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
生

地
や
製
品
作
り
へ
の
貴
重
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
学
生
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
学
生
の
柔
軟
な
発
想

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
ア
イ
デ

ア
を
考
案
し
、
丹
後
地
方
の
業

者
で
製
品
化
を
目
指
し
ま
す
。

多
く
の
投
句
を
い
た
だ
き

盛
大
に
初
開
催
し
ま
す
！

　
平
成
８
年
か
ら
の
「
江
山
文
庫
俳
句
大

賞
」
を
継
承
し
、
昨
年
の
第
26
回
国
民
文

化
祭
「
与
謝
蕪
村
顕
彰 

俳
句
大
会
」
の

成
果
を
発
展
さ
せ
、
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん
ゆ
か
り
の

俳
句
の
ま
ち
と
し
て
、
今
年
か
ら
新
た
に

「
与
謝
蕪
村
顕
彰 

与
謝
野
町
俳
句
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
で
は
自
由
題
３
句
の
ほ
か
、

新
し
い
試
み
と
し
て
、
俳
句
の
背
景
や
舞

大
会
日
程

10
月
28
日
（
日
）　
知
遊
館

●
９
時
00
分　
受
付(

当
日
投
句
受
付
開
始)

●
10
時
30
分　
開
会(

当
日
投
句
受
付
締
切)

　
事
前
投
句
表
彰

　
事
前
投
句
講
評(

宇う

だ

き

よ

こ

多
喜
代
子
氏
ほ
か)

●
12
時
00
分　
昼
食
・
当
日
投
句
の
互
選

●
13
時
10
分　
互
選
受
付
締
切

●
13
時
20
分　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
蕪
村
を
知
ろ
う
～

　
　
「
座
の
文
芸
」
の
視
点
か
ら

　
【
第
１
部
】
ス
テ
ー
ジ
句
会

　
　
「
ひ
ら
か
れ
た
『
座
』」

　
　
　

(

宇
多
喜
代
子
氏
ほ
か)

　
【
第
２
部
】
対
談

　
　
「
俳
諧
の
座　
蕪
村
の
座
」

　
　
　

(

宇
多
喜
代
子
氏
・
藤ふ
じ
た田
真し
ん
い
ち一
氏)

●
14
時
50
分　
当
日
投
句
表
彰

　
当
日
投
句
講
評(

宇
多
喜
代
子
氏)

●
15
時
30
分　
閉
会

ぜ
ひ
会
場
で
俳
句
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　
当
日
投
句
は
、
自
由
題
１
人
１
句(

投

句
料
は
無
料)

で
、
当
日
参
加
の
方
が
応

募
で
き
ま
す
。
投
句
用
紙
は
受
付
で
お
渡

し
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

(

受
付
は
午
前
10
時
30
分
ま
で)

。

　

事
前
投
句
表
彰
は
与
謝
野
町
俳
句
大
会

「
自
由
題
の
部
」「
前
書
俳
句
の
部
」「
平
成

Ｂ
ｕｓｏｎ
俳
句
大
賞
」の
順
で
行
い
ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
第
１
部
で
は
、
俳
句

作
り
の
１
つ
の
機
会
で
あ
る
句
会
を
ス

テ
ー
ジ
上
で
再
現
し
、
そ
れ
を
受
け
て
第

２
部
で
は
俳
句
実
作
者
と
蕪
村
研
究
者
が
、

対
談
に
よ
っ
て
、
俳
諧
の
座
に
つ
い
て
の

考
察
や
、
与
謝
蕪
村
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
お
願
い
】

　
昼
食
会
場
は
設
け
ま
す
が
、
お
弁
当
等

の
販
売
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

江
山
文
庫
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

４
３・２
１
８
０

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
３・２
１
７
１

　
　
　
　
　
※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

３
６
２
０
句
、
前
書
俳
句
も
８
８
９
句
と

多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対

象
に
自
由
題
１
句
の
事
前
投
句
を
募
集
し

た
「
平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」
の
表

彰
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　
町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
で
は
一
昨

年
、
昨
年
に
続
き
、
俳
句
作
り
を
と
お
し

て
、「
発
見
す
る
目
」「
感
動
す
る
心
」「
創

造
す
る
力
」
を
育
て
る
た
め
俳
句
教
室
を

実
施
し
て
お
り
、
１
１
４
８
句
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

第
１
回　
与
謝
蕪
村
顕
彰

与
謝
野
町
俳
句
大
会

10/28
知遊館

　
与
謝
野
町
の
特
産
品
で
あ
る

ブ
ラ
ン
ド
米「
京
の
豆
っ
こ
米
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
与
謝
野
町

商
工
会
で
生
ま
れ
た
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
め
っ

こ
ま
い
ち
ゃ
ん
」。
今
年
１
月
、

商
工
会
青
年
部
か
ら
譲
り
受
け
、

正
式
に
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
の
着

ぐ
る
み
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
制
作

を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。

今
後
の
予
定

　
10
月
か
ら
、
町
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
へ
参
加
し
、「
京
の
豆
っ

こ
米
」
を
は
じ
め
、
与
謝
野
町

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
お
披
露
目
式
は
、
11
月
11
日
、

岩
滝
体
育
館
で
開
催
す
る
「
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
」
で
行
う

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
（
Ｒ
）
シ
ョ
ー
」

で
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

問 農林課 ☎ 43-2191

まちのマスコットキャラクターがリニューアルされました！
与謝野町マスコットキャラクター「まめっこまいちゃん」

丹後ちりめん製品アイデアを発表す

る学生たち

丹後ちりめんの特徴について学ぶ学生たち

台
な
ど
を
書
き

添
え
た
「
前

書
」
も
含
め
て

選
考
す
る
前
書

俳
句
１
句
も

募
集
し
ま
し

た
。
全
国
各
地

の
１
２
２
５
人

か
ら
、
自
由
題

大きく盛り上がった昨年の国民文化祭俳句

大会。写真はちりめん街道での吟行の様子

町内の各小中高等学校で開催された俳句教

室。町内や近隣の俳句愛好家らが講師を務

め、子どもたちは熱心にその指導を受けて

いました。写真は与謝小学校での俳句教室

まめっこまいちゃん



まちのうごき
平成 24 年８月末現在

人　口 24,051 人（ －15）

　男　 11,418 人（ － 9 ）

　女　 12,633 人（ － 6 ）

世帯数 9,171 戸（ － 5 ）
※括弧内は前月比
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与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

問 総務課 ☎ 46-3004

緊急時に備え、火災警報器をご確認ください
住宅用火災警報器リコール情報

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、８月16日から９月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

自分で育てて、稲刈り体験！
八代目儀兵衛連携事業

虐
待
防
止
へ

共
に
考
え
る

　

９
月
15
日
に
知
遊

館
に
て
、『
虐
待
防
止

フ
ォ
ー
ラ
ム　
地
域
で

「
共
」
に
「
生
」
き
る
』

を
、
与
謝
野
町
と
与
謝

野
町
地
域
自
立
支
援
協

議
会
の
主
催
、
与
謝
野

町
教
育
委
員
会
の
後
援

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
、
障
害
者
福

祉
分
野
の
事
業
所
職
員
、

教
育
関
係
者
、
民
生
委

員
な
ど
地
域
の
支
援
者

の
ほ
か
、
一
般
か
ら
も

問 農林課 ☎ 43-2191

す
る
野の

澤ざ
わ

和か
ず

弘ひ
ろ

さ
ん
が
、

『
障
害
者
虐
待
の
現
状

か
ら　
～
地
域
で
で
き

る
「
虐
待
防
止
」
～
』

と
題
し
、
虐
待
防
止
と

い
う
難
し
い
課
題
を
わ

か
り
や
す
く
講
演
。
そ

し
て
、
後
半
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
児
童
福
祉
の

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
、

与
謝
野
町
福
祉
課
長
を

加
え
、
こ
れ
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
・
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
障
害
者
虐
待
防
止

法
」
で
市
町
村
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
市
町
村
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
」
の
活
用
方

法
を
与
謝
野
町
で
は
ど

う
取
り
組
む
か
な
ど
、

熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
の
福
祉
に

お
け
る
テ
ー
マ
で
あ
る

「
安
心
と
生
き
が
い
の

あ
る
福
祉
の
ま
ち
」
の

指
針
が
一
つ
見
い
だ
せ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

の
防
止
、
障
害
者
の
養

護
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
先
立
ち
、

社
会
的
に
弱
い
立
場
の

ひ
と
た
ち
の
「
権
利
を

守
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
と
お
し
て
、
一
緒
に

学
び
ま
し
た
。

　
前
半
の
記
念
講
演
で

は
、
毎
日
新
聞
論
説
委

員
で
、
前
日
も
東
京
で

国
の
会
議
委
員
と
し

て
、「
障
害
者
差
別
禁

止
法
」
の
論
議
に
加
わ

る
な
ど
積
極
的
に
活
動

※相談窓口は午前９時～午後５時（マックス株式会社・日本フォンオール株式会社は５時30分まで）、土・日・祝除く。

税を考える週間
税への理解を深めましょう！

問 税務課 ☎ 44-2084

　
毎
年
11
月
11
日

か
ら
17
日
は
税
の

仕
組
み
や
目
的
な

ど
に
つ
い
て
考

え
、
税
に
対
す
る

理
解
を
一
層
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
定
め
ら
れ

た
「
税
を
考
え
る

週
間
」
で
す
。

　
関
連
し
て
租
税

教
育
税
金
展
・
税

理
士
に
よ
る
無
料

相
談
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
租
税
教
育
税
金
展
】

　
幼
稚
園
児
の
絵

や
小
学
生
の
書
道

作
品
、
中
学
・
高

校
生
の
作
文
な
ど

を
展
示
す
る
ほ
か
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
す
。

製品名 製造業者 不具合等の概要 相談窓口
火無安全

「かないあんぜん」 マックス株式会社 短期期間で電池切れとなる恐れあり ☎ 0120-301-359

ねつの見張り番 ㈱センチュリー 低温で自動試験異常を発する恐れあり   特販事業部
☎ 03-5818-7065

煙雷 日本フォンオール株式会社 感知機能に異常がなくても故障警報を
発する恐れあり ☎ 0120-616-250

なるるミニ　煙式 東芝ライラック株式会社 短期間で電池切れ等となる可能性あり ☎ 0120-988-891

けむぴー
（ＹＳＡ-210 等） ヤマトプロテック株式会社 短期間で電池切れとなる可能性あり ☎ 0570-080-100

けむピー
（ＹＳＡ-510 ＶＴ等） ヤマトプロテック株式会社 使用部品の不具合により、誤警報または

故障警報が鳴動する可能性あり ☎ 0120-801-084

●住宅用火災警報器のリコール情報

　
無
償
修
理
・
交
換

等
の
措
置
を
行
う
と

し
て
公
表
済
の
製
品

に
つ
い
て
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
各
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
相
談
窓
口
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問 福祉課 ☎ 43-1513

虐待・ＤＶのない共生のまちへ
虐待防止フォーラム　地域で「共」に「生」きる

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

8/8 四辻水路整備工事 四辻 ２者 足立石油㈱ 3,032 2,525 2,525 83.2 H24/8/10
～ 10/31

8/8 国道 178 号舗装本復旧（その２）工事 岩滝 ５者 ㈱田中工務店 8,736 7,265 7,265 83.1 H24/8/18
～ 10/19

8/8 第４次拡張改良事業上水道配水管布設
替工事 岩滝 ５者 ㈱山添電気 26,260 22,410 22,410 85.3 H24/8/17

～ H25/1/25

8/8 岩屋浄水場改良工事 岩屋 ５者 安田建設㈱ 155,309 136,676 136,676 88.0 H24/9/20
～ H25/3/15

 ８   月入札結果 問 総務課 ☎ 46-3003

　
９
月
22
日
、
京
の

豆
っ
こ
米
を
取
り
扱

う
京
都
市
内
の
米
業

者
、
㈱
八
代
目
儀
兵

衛
の
社
員
と
東
京
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
生

あ
わ
せ
て
31
名
が
金

屋
地
区
の
田
ん
ぼ
で

稲
刈
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　
八
代
目
儀
兵
衛
は
、

昨
年
か
ら
与
謝
野
町

の
田
ん
ぼ
約
１・
３

㌶
で
、
無
農
薬
栽
培

な
ど
、
水
稲
の
栽
培

試
験
を
し
て
お
り
、

●
日
時
／
11
月

10
日
（
土
）・

11
日
（
日
）

●
場
所
／
加
悦

谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー　

ウ
イ

ル 

ふ
れ
あ
い
広
場

【
税
理
士
に
よ
る

　
無
料
相
談
】

　
近
畿
税
理
士
会

宮
津
支
部
の
税
理

士
が
無
料
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時
／
11
月

11
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

●
場
所
／
ミ
ッ
プ

ル
５
階
ホ
ー
ル
前

【
問
い
合
わ
せ
】

●
宮
津
税
務
署

　
総
務
課

☎
２
２・３
２
７
１

※
自
動
音
声
案
内

で
は
「
２
」
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

を
行
い
、
そ
の
後

も
無
農
薬
の
試
験

田
の
除
草
な
ど
、

時
に
は
京
都
市
内

か
ら
の
応
援
も
駆

け
つ
け
栽
培
し
て

き
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
収
穫
と
な

り
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、

慣
れ
な
い
稲
刈
り

に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
実
り
の
秋

を
実
感
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

社
員
が
与

謝
野
町
に

泊
ま
り
込

ん
で
試
験

田
の
管
理

を
し
て
い

ま
す
。

　
５
月
に

は
田
植
え

多
数
参
加
。
虐

待
の
な
い
地
域

を
め
ざ
し
、
共

に
考
え
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
で

も
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）・
虐
待
被

害
は
、
大
き
な

地
域
課
題
と

な
っ
て
き
て
お

り
、
ま
た
、
今

年
10
月
か
ら

「
障
害
者
虐
待

青空の下、みんなで稲刈り体験！

熱心な議論が交わされたシンポジウム

平成 24 年度 与謝野町
男女共同参画 ＤＶ啓発講座

パートナーとよりよい
関係を築くために

　ＤＶの基本知識を学びなが
ら、地域でどうつながり、支
えるかを考えます。

●日時　11 月 16 日 ( 金 )
　　　午後１時 30 分～
●会場　野田川わーくぱる
●講師　中

なか
村
むら

　正
ただし

さん
（立命館大学 産業社会学部教授）

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
一
部
に
不
具
合

が
発
生
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
、製
造
者・

販
売
者
等
に
お
い
て

無
償
修
理
、
交
換
等

の
措
置
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

check!
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必要な身分証明書
健康保険証、介護保険証、
運転免許証、パスポート、
住民基本台帳カードなど官
公署が発行した身分証明書

水・緑・空  笑顔かがやく ふれあいのまち

　

Y O S A N O
10
月
20
日

２
０
０
円
レ
ー
ル

運
行
ス
タ
ー
ト
！

INFOMATION

from KTR

有人駅からご利用の場合
◎窓口営業時間：野田川駅　6：30～ 18：00
　　　　　　　　天橋立駅　5：45～ 22：55
　　　　　　　　宮 津 駅　5：45～ 22：50
●行き
①各家庭に配布されたパンフレットから専用きっ
ぷを切り取り、「乗車駅と降車駅」「利用日」を
記入する。

②駅窓口で記入済みの専用きっぷを添えて、運賃
を支払い領収印を押印してもらう。この際、年
齢確認ができる身分証明書を提示する。

③降車時に運転士（もしくは駅改札員）に専用きっ
ぷを渡す。

●帰り
①駅改札員に帰りの専用きっぷを見せ乗車する
②降車時に運転士に専用きっぷを渡す。

無人駅からご利用の場合
●行き
①各家庭に配布されたパンフレットから専用きっ
　ぷを切り取り、「乗車駅と降車駅」「利用日」を記
　入する。
②記入済みの専用きっぷを持って乗車する。
③降車時、運転士（もしくは駅改札員）に専用きっ
ぷと片道運賃200円を支払う。この際、年齢確
認ができる身分証明書を提示する。

●帰り
①記入済みの専用きっぷを持って乗車する。
②降車時、運転士（もしくは駅改札員）に専用きっ
ぷと片道運賃200円を支払う。この際、年齢確
認ができる身分証明書を提示する。

※無人駅から乗車の場合、降車ごとに運賃支払いと
本人確認が必要です。　

専
用
き
っ
ぷ

●
専
用
き
っ
ぷ
が

付
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
10
月
25
日（
木
）

か
ら
順
次
各
戸
配
布

し
ま
す
。
そ
れ
以
前

に
、
利
用
を
希
望
す

る
方
は
、
野
田
川
駅

窓
口
、
役
場
各
地
域

振
興
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
４
往
復
分
の
専

用
き
っ
ぷ
が
付
い
て

い
ま
す
。
お
ひ
と
り

の
利
用
回
数
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

な
く
な
っ
た
と
き
は

野
田
川
駅
窓
口
、
役

場
各
地
域
振
興
課
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●ご利用方法
有人駅（野田川駅、天橋立駅、宮津駅）と無人駅（岩滝口駅、駅員のいない時間
帯の有人駅を含む）で利用方法が異なりますのでご注意ください。どちらも年齢確認のできる身分証明書が必要です。

　
わ
た
し
た
ち
の
鉄
道
で
あ

る
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
も
っ
と
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
高
齢
者

の
方
を
対
象
に
Ｋ
Ｔ
Ｒ
線
内

を
片
道
２
０
０
円
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
お
得
な
こ
の
機
会

に
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
で
お
出
か
け
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●実施期間
平成24年 10月 20日（土）
～平成25年３月31日（日）
※ 12月 27日～１月６日を除く
●対象列車
ＫＴＲ普通列車、ＫＴＲ快速列車
を使ったＫＴＲ線内の乗降
※特急利用は対象外です。
※企画きっぷ（１日フリーきっぷ
　等）との併用はできません
※自動券売機では購入できません。

満65歳以上の方
が対象となります

●対象者
与謝野町に在住の満65歳以上の
方（２市２町共同実施事業）
●ご利用駅（乗車駅）
与謝野町の方は野田川駅、岩滝口
駅、天橋立駅、宮津駅からご利用
ください。なお、ＫＴＲ線内どの
駅でも降車できます。


